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⏘業๰出ᣐⅬプロジ࢙クト」㸪「⏘学ᐁ連ᦠによるᮾ

໭発科学ᢏ⾡イノ࣋ーࣙࢩン๰出プロジ࢙クト」等

が㛤始された。 
なお㸪2012年ᗘ⤊஢ண定の「大学等⏘学ᐁ連ᦠ自

❧化ಁ㐍プログラ࣒」のᚋ⥅ไᗘについては㸪文部

科学┬科学ᢏ⾡・学⾡ᑂ㆟会⏘業連ᦠ・ᆅ域ᨭ᥼部

会⏘学ᐁ連ᦠ᥎㐍ጤဨ会において᳨ウが行ࢃれてい

る。 
 

３㸬࡟ࢱ࣮ࢿ࢕ࢹ࣮ࢥᮇᚅࡿࢀࡉᙺ๭࣭ᴗ  ົ

コーディネータに関する学⾡論文等ඛ行研究は少

なく㸪ไᗘ関ಀ資料や⏘学ᐁ連ᦠジャーࢼルのྛ種

コーディネータのయ験グ事等を参↷にこれまでのไ

ᗘにおける業務等を㋃まえコーディネータにᮇᚅさ

れる役๭・業務とไᗘ上の課題をᩚ理する。 
まず㸪コーディネータ関連᪋策のᄏ▮といえる

RSP事業「科学ᢏ⾡コーディネータ」の業務として

は㸪「ネットワーク構築ᆺ」では㸪(1)᥈⣴分㔝のタ

定㸪(2)ᆅ域ࢽーࢬ・研究ࢩーࢬ調査㸪(3)ᆅ域のᢏ⾡

との⤫合㸪(4)研究プロジ࢙クトࢬーࢩと研究ࢬーࢽ

の௻画㸪(5)ᆅ域合意のᙧᡂ㸪(6)公㛤㸪(7)その他ᆅ

域⊂自の活動㸪また㸪「研究ᡂ果⫱ᡂᆺ」では㸪(1)
大学等の研究ᡂ果の調査と情報のᩚ理㸪(2)௻業ࢽー

の調査と情報のᩚ理㸪(3)大学等の研究ᡂ果のᐇ用ࢬ

化の可能性評価㸪(4)௻業ࢽーࢬを㋃まえた研究ᡂ果

⫱ᡂ計画のసᡂと⫱ᡂヨ験㸪(5)ᢏ⾡⛣㌿関連のㅖ事

業࡬のᶫΏし㸪(6)他ᆅ域との交流㸪業務連⤡㸪(7)
その他連ᦠ調ᩚがつ定されている。 
また㸪文部科学┬「⏘学ᐁ連ᦠコーディネーター」

のステージにᛂじた役๭事౛は௨ୗのとおりᩚ理さ

れている。 
ステージ㸯㸸・大学ࢩーࢬと௻業ࢽーࢬのᢕᥱ㸪・発

᥀大学ࢩーࢬと௻業ࢽーࢬの࣐ッチング㸪・大学研

究ᡂ果のᢏ⾡⛣㌿㸪事業化に向けたアドバイス 
ステージ㸰㸸・大学内外における⏘学ᐁ連ᦠయไの

構築ᨭ᥼㸪・ࣔ デルとなる⏘学ᐁ連ᦠプロジ࢙クト

の௻画・ຓゝ㸪・ᩍ職ဨ࡬の⏘学ᐁ連ᦠ意識の㔊ᡂ 
ステージ 3㸸・ᆅ域㸪自἞యとの連ᦠࢩステ࣒の構

築ᨭ᥼㸪・全ᅜ的なネットワークを活用して⏘業⏺

のᖜᗈいࢽーࢬに対ᛂ㸪・ࢩーࢬ๰造のಁ㐍㸪目฼

きによるࢩーࢬから事業化࡬のつなぎ 
さらに㸪ඛ行研究㸪య験グ事等から௨ୗの指᦬が

ある。 
・コーディネート機能㸦出会いの場Ѝ知識の⩻ヂЍ

プロジ࢙クト๰出）㸪࣐ ネジ࣓ント機能㸦プロジ࢙ク

ト๰出Ѝプロジ࢙クト᥎㐍Ѝ事業化とᘬ⥅ぎ）と

ྛ々にồめられるேᮦീ㸦ゐ፹役と≌ᘬ役等） 
・「コーディネータ」は「プロデࣗーࢧ」㸦研究ࢩー

の参ຍ࡬の参ຍ要ㄳЍ௻業࡬の展㛤分析Ѝ研究者ࢬ

要ㄳЍ研究者・௻業࡬のㄝ明Ѝ⏦ㄳ書ᥦ出Ѝ研究㛤

発ᨭ᥼㸦特チ出㢪等）Ѝ௻業化ᨭ᥼） 
・௻業とのඹ同研究における⥅続的資金の確保のດ

ຊ㸦公ເ情報等情報཰集㸪⏦ㄳ書のసᡂ方法等公的

資金⋓得ノウࣁウ） 
・大学等研究者と௻業等ᢏ⾡者のインセンティࣈの

調  ᩚ
・大学ᩍ職ဨ・௻業関ಀ者・ᆅ域関ಀ者等とのⰋዲ

な関ಀを築けるே間的㨩ຊ・ネットワークே⬦等 
 さらにไᗘ上の課題として㸪ᆅ域における「カリ

ス࣐的コーディネータ」ேᮦ㸪ⱝ手・ዪ性ேᮦ⫱ᡂ

のキャリアパスもྵめた⥅続的な確保活用方策等が

ᣲࡆられている。 
 ௨上ᩚ理すると㸪௒ᚋはᚑ来ᆺの大学ࢩーࢬと௻

業ࢽーࢬの࣐ッチングを行う目฼きேᮦから㸪課題

ゎỴᆺのプロデࣗースேᮦや事業化まで見ᤣえた多

様化・高ᗘ化したプロジ࢙クト・ディレクターᆺの

ேᮦの⫱ᡂ・⥅続的確保がồめられている。 
 
㸲㸬ࢱ࣮ࢿ࢕ࢹ࣮ࢥ㛵㐃᪋⟇࡟㛵ࡿࡍ௒ᚋࡢㄢ㢟࡜

ᒎᮃ 

௨上を㋃まえた日本෌生に向けたᡃがᅜのᙉࡳを

活かした࢜ープン・イノ࣋ーࣙࢩンࢩステ࣒の構築

にᐤ与するコーディネータ関連᪋策に関する課題と

展望の࣏イントを௨ୗにまとめる。 
・多様化・高ᗘ化したコーディネート業務࡬の対ᛂ 
࢜ープン・イノ࣋ーࣙࢩンࢩステ࣒の構築に向け

て௒ᚋますます多様化・高ᗘ化するコーディネータ

能ຊの⫱ᡂ手法㸦ᬯ㯲知の⥅ᢎ㸪新価್๰造ຊᙉ化㸪

ᙧᘧ知のᶆ‽化・⥅ᢎ）の᳨ウ㸪また㸪相஫に知識

⤒験をඹ᭷し㸪スキルアップをᅗれるネットワーク

機能ᙉ化とࢩステ࣒のᑟධ 
・コーディネータ関連᪋策の⥅続性 
ᆅ域におけるே的資源の⫱ᡂ・確保は時間も要す

るため㸪これまでの⤒験ᐇ⦼のあるコーディネータ

⤒験者を⥅続的に㞠用できるようなᅜ・ᆅ方公ඹᅋ

య等のᨭ᥼ไᗘのᚲ要性と⤒験者も活用したⱝ手・

ዪ性ேᮦ⫱ᡂとキャリア・パスの確❧ 等 
௒ᚋの課題としては㸪ྛᆅ域で活動しているコー

ディネータのಶ別事情に対ᛂしたよりලయ的な᪋策

の᳨ウ等を行うண定である。㸦参考文献┬␎） 
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